
令和７年度予算の基本方針

一般会計

令和７年度予算見積額 2,779,485 千円

令和６年度当初予算額 2,281,424 千円

差 引 増 減 額 498,061 千円

対 前 年 度 比 率 121.8 ％

（注）上記には、人件費を含まない。

令和７年度危機管理部予算見積総括表

　県民が安全・安心に暮らせる社会を目指して、豪雨などの自然災害のほか危機事象に備えるととも
に、年々切迫度が高まっている南海トラフ地震に対しては、発災直後の「命を守る」対策や、応急期に
おける「命をつなぐ」対策の強化に加え、対策の時間軸を長く捉え、復旧・復興期までを視野に入れた
「生活を立ち上げる」対策に取り組む。

様式１



令和７年度　危機管理部の施策のポイント 様式２

※()は一般財源、[]は令和６年度当初予算

　防災情報・通信システム管理運営費(防災マップ更新等委託料) 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49,500千円 (12,400千円) 【債務負担　33,275千円（33,275千円）】

[R6:－千円 (－千円)】　

　　　　高知県防災マップで公表している２次元のハザードマップを、土木部で整備を進めている３次元都市モデルとGoogleストリートビューアを組み
　合わせることで立体化し、津波による浸水深や標高差を実感できるようにすることで、県民の早期避難意識のより一層の向上につなげる。

　防災情報・通信システム管理運営費(被災者支援システム導入実証委託料) 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,398千円 (2,398千円) [R6:－千円 (－千円)]　

災害発生時に、市町村が行うべき被災者支援業務（住家被害認定調査、罹災証明書の発行、被災者台帳の作成など）の効率化を図
る「被災者支援システム」について、県や他の自治体が応援しやすい共通システムを導入することを検討するため、県及び市町村職員がシステム
を試行する研修を実施する。

　総合防災対策費(石油基地津波対策設備整備工事請負費) 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,045千円 (2,045千円)【債務負担2,955千円（2,955千円）】

 [R6:－千円 (－千円)]　
 　　
　　　国と県が実施する浦戸湾の三重防護事業（L1対応）として実施される護岸の耐震対策工事にあわせて、護岸工の嵩上げ工事（L2対　
　応）を実施することで、高知市中の島地区に設置されている石油基地への津波による漂流物の侵入を防止する。
　　　　■工事の概要：高知市中の島　防潮堤工事 L＝143ｍ
　　　　■工事の期間：令和７年度～令和８年度　　　
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１．総合的な危機管理・防災対策の推進



　　
　　地震対策推進事業費(中山間事前復興まちづくり計画策定指針検討委託料)       　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 14,575千円 (14,575千円) [R6:－千円 (－千円)]　                                                              
   　
　　生活を立ち上げる取り組みとして、第５期行動計画では、東日本大震災を教訓として、沿岸１９市町村において事前復興まちづくり計画の
策定に取り組んできた。第６期行動計画では、能登半島地震の教訓を踏まえて、事前復興まちづくり計画の策定を、中山間地域にも拡充する。
　　このため、他県での内陸部災害からの復興事例を参考に、市町村が中山間地域における事前復興まちづくり計画を策定する際の参考となる
指針を策定する。

　　　　　   
　 地域防災対策事業費(県有地（青少年センター）防災倉庫新築設計等委託料) 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 12,408千円 (8千円) [R6:－千円 (－千円)]

     南海トラフ地震等の大規模災害時に備え、備蓄物資の保管場所として、物資広域拠点の一つである県立青少年センターに、新たに
　防災倉庫を設置する。
　　　　　■倉庫の概要：鉄骨造、平屋、1,000㎡
　　　　　■物資の想定：水、食料、毛布

　　地域防災対策事業費(避難所環境整備加速化交付金) 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 　　　債務負担　20,449千円 (20,449千円) [R6:－千円 (－千円)]

　　 避難者が、より良好な環境の下で避難生活を送ることができるよう、国の支援制度を活用して新たに空調機器等の整備を行う市町村が
　防災目的基金へ積み立てを行う経費に対し、県が交付金を交付することで、避難所の環境整備を加速化する。
　　　　　
　　　　　
    

　　
   　　　  

様式２
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２.　南海トラフ地震対策の着実な実行



　　
     消防指導費(消防広域化の推進)                                        

     18,919千円 (18,919千円) [R6:1,623千円 (1,623千円)]
     
　 高知県消防広域化基本構想を議論のベースとして、県一消防広域化に向けた取組を進める。

　＜主な拡充内容＞
■高知県消防広域化基本計画あり方検討会を組織し、消防の広域化の推進に関する基本的な事項等について検討を行い、
　 高知県消防広域化基本計画を策定
■消防広域化の検討に必要となる消防力の現状及び広域化後のシミュレーションに係る調査分析を実施

　　　消防学校運営費(寮棟改修)                                       
      109,230千円 (130千円) [R6:7,997千円 (97千円)]

     
　 近年の女性消防職団員の増員に併せた消防学校施設のユニバーサルデザイン化への対応及び緊急消防援助隊の受援に必要な
施設改修を実施する。
　　 

　　　   ＜主な内容＞
　　　　　　■寮棟の個室化及び女性専用区画の新設に係る改修

様式２

拡 元気な未来創造枠

新

３.　消防力・防災力の向上


